粉青沙器研究の歩みと現在 by 丁 哲秀 et al.







丁  哲 秀、宋  基 珍、樋 口 淳 
 
 
目    次 
 
１．粉青沙器研究の歩み ·····················································  2 
1-1 光復まで ····························································  2 
1-2 光復後 ······························································  5 
２．高興・寶城・長興の窯址地表調査 ·········································  7 
2-1 高興郡 ······························································ 17 
2-1-1 青磁窯址 ························································ 18 
2-1-2 粉青沙器窯址 ···················································· 19 
2-2 寶城郡 ······························································ 20 
2-2-1 粉青沙器窯址 ···················································· 20 
2-2-2 白磁窯址 ························································ 21 
2-3 長興郡 ······························································ 22 
2-3-1 青磁窯址 ························································ 22 
2-3-2 粉青沙器 ························································ 22 
2-3-3 白磁窯址 ························································ 23 
３．姜敬淑の新しい編年と問題提起 ··········································· 24 
４．まとめ ································································· 28 




2006. 10. 20 
－ 2 － 
































































































野守は、1927 年 9 月 29 日から 10 月 5 日まで、神田惣蔵とともに古跡調査事業の一環とし
て鶏龍山麓陶窯址の発掘調査を行った。その直接のきっかけは、前年の 12 月以来、鶏龍山麓














1963 年の全羅南道光州市北区忠孝洞における粉青沙器窯址発掘を始めとして、1964 年と 1965
年の 2 度にわたる京議道広州部退村面道馬里の朝鮮前期白磁窯址発掘、1964 年に着手された
全羅南道康津郡大口面一帯の高麗青磁窯址に対する数年間にわたる発掘調査、さらには 1965
年から 66 年にかけての仁川市景西洞の初期青磁窯址の発掘等が行われた。 
70 年代に入ると『韓国美術全集』全 15 巻（1973～1976）が発刊され、その第 10 巻の『李
朝陶磁』を鄭良謨が責任編集と執筆した。70 年代後半（1977～1983）には、全 24 巻の『韓国
の美』が刊行され、このうち『韓国の美 3』が「粉青沙器篇」とされた。 









およそ 16 世紀後半には消滅して行ったというのである。 
尹龍二の見解は、それまで支配的であった粉青沙器の「壬辰倭乱消減説」に対して、革新的
な見解となった｡(5) 
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粉青象嵌天順 8 年銘墓誌 
粉青象嵌成化 3 年銘墓誌 
※忠孝粉青 1 号窯出土品 
粉青刷毛目鉄絵成化 23 年銘墓誌 
粉青刷毛目鉄絵弘治 3 年銘墓誌 
粉青刷毛目弘治 14 年銘墓誌 
粉青刷毛目嘉靖 15 年銘墓誌 
粉青粉粧嘉靖 19 年銘墓誌 
粉青粉粧万暦 15 年銘墓誌 
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こうした光復後の粉青沙器研究に決定的な方向づけを行ったのが、姜敬淑の『粉青沙器研究』







































－ 8 － 
国立光州博物館は、さらに 1990 年から 1992 年まで雲垡里以外の高興と寶城、長興の調査を





窯址 場所 陶片の特徴 














青磁 4 号窯址 雲垡里 青磁と黒釉陶、そして相当数の素焼き片が発見される。 
青磁は、大接、皿、碗、鐘子など、黒釉は、瓶、小瓶、甕、扁壺な
ど。 
青磁 5 号窯址 雲垡里 緑褐色、暗緑色を帯びる粗悪な青磁とともに黒釉瓶が少数発見され
る。青磁の種類は大接、皿、鉢、盒、甕など。 
粉青 1 号窯址 雲垡里 印花が使用される。極めて少数の大接と皿などに瓦線文が施された
ものもある。 




粉青 2 号窯址 雲垡里 印花技法が主に使用される。陰刻の線文の上を刷毛で白土粉粧した
粉青とともに、少数の刷毛目粉青。 
第 1 群；印花で、器種には大接と皿がある。第 2 群；陰刻の瓦線文
上に刷毛で白土粉粧した粉青で、大接と皿がある。その他；象嵌の
魚文鉢や彫花の雷門を施した祭器など。 













粉青 5 号窯址 雲垡里 印花と粉引があるが、量が少なくて性格の把握が不可能。 
粉青 6 号窯址 雲垡里 粉引技法で白土粉粧された粉青沙器で、大接と皿がある。高台周り
－ 9 － 
の土が露呈した大接片がある。 







粉青 8 号窯址 雲垡里 印花で、器の種類は大接と皿のみ。 
粉青 9 号窯址 雲垡里 大部分が粉引で、刷毛目がわずかにある。器種は大接と皿が大部分
で、瓶や杯等が少し製作されたように見える。高台周りの土の露呈
した器もある。（白磁も併せて燔造） 






粉青 11 号 
窯址 
雲垡里 粉引が主体だが、刷毛目の大接が 1 点発見された。大接と皿が大部
分を占め、極めて少数の扁壺がある。 
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磁 3 号窯址 
蓬莱面新錦里 全体的な様相は 2 号窯址の出土陶片とよく似ている。 
 
第二次調査粉




















－ 11 － 
く、高台は内側に傾斜したものと直立したものがある。大接や皿な
どの器は、重ね焼きされ、匣鉢は発見されない。重ね焼きには、大
き目の胎土目が 3～4 個使用された｡(8) 
第二次調査粉













焼きで、砂目が 5 から 7 個ある。 
第二次調査粉














窯址 場所 陶片の性格 


















大接の場合は 5 個で大きい。皿や杯などの小さな器は、3～4 個で小
































































































り、5 個から 9 個くらいある。 




















ての器は、重ね焼きであり、胎土目が 4～5 個使用された。 
白磁 2 号窯址
(朝鮮時代） 













































































白磁 11 号 
窯址（朝鮮時
代） 
有治面龍門里 1 号 器種は、大接、皿、平碗、杯など。釉薬は明るい灰色が多く、一部に
灰色もある。釉薬は高台内まで加えられた。高台は変形オモク高台が
大部分で、杯などに平底高台もある。 
すべて重ね焼きで、比較的小さい胎土目を 4～5 個位使用。 
白磁 12 号 
窯址（朝鮮時
代） 
有治面龍門里 2 号 器種は、大接、皿、平碗、杯など。釉薬は濃い灰色を帯び、高台内ま
で釉薬がかかる。変形オモク高台が多いが、平底高台もある。重ね焼
きで、胎土目を 5 ヶ所ほど使用。 
白磁 13 号 有治面龍門里 3 号 器種は大接、皿、平碗、杯など。釉胎は濃い灰色が主流で、ベージュ






白磁 14 号 
窯址（朝鮮時
代中期） 



















































































器は、みな重ね焼きで、土砂目跡は 4～6 個だ。 
















白磁 21 号 
窯址（朝鮮時
代中期） 







白磁 22 号 
窯址（朝鮮時
代中期） 
冠山邑龍田里 2 号 器種は飯碗、大接、皿、小碗、杯などがあり、大接と皿類が主流だ。 
胎土は比較的精選され、粒子が緻密で、明るいか濃い灰色だ。器壁の
厚さが薄くて、床は比較的厚い。 







さな胎土目が使用され、その数は 4～5 個位。 
白磁 23 号 
窯址（朝鮮時
代中期） 

















白磁 25 号 
窯址（朝鮮時
代） 











白磁 26 号 
窯址（朝鮮時
代中期） 











高興郡には、豆原面雲垡里に青磁窯址 5 基、粉青沙器窯址 25 基など 30 基に達する窯址が分
布している。雲垡里以外の地域で調査された窯址は、高麗王朝時代の青磁窯址 3 基と、朝鮮王






















た 5 号窯址の場合には、10～11 世紀と推定される海南郡珍山里と同じタイプの変形蛇の目








全に終わる次段階で、その製作時期は 11 世紀頃と推定される。 

























































































かたよっている点と、壬辰倭乱で荒廃した地方窯の運営状態から見て、16 世紀末や 17 世紀初
まで時期をあげて見ることは難しい。したがって、その製作時期は広州でオモク高台が普遍化










































































－ 24 － 
存するのもある。 
４) オモク高台と、高台内を浅く削った変形オモク高台とが共存し、胎土目を使用した重ね









悪く、釉胎の色は、青味がかった濃い灰色である。牛山里 1、2、3 号窯址がある。 
７) タリ高台で、土砂目を使用し、重ねて焼き、器壁が厚く線が鈍い。地域で一番遅い時期
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見方が可能になるように思われる｡(10) 
 
















４．変化期（1469 年～1510 年頃） 
発展期の余韻のもとに、地方色が鮮明になる 
刷毛目と粉引が増加し、白磁に移行 
*『経国大典』工典に、司饔院組に 380 人の匠人と記載 
広州官窯（分院）成立展開 








胎動期（1365 年～1400 年）の始まりを 1365 年としたのは、恭愍王妃魯国大長公主陵銘<青














太宗在位期間（1400～1418 年）中の 1403 年には、高麗王朝時代の徳泉庫と義成庫が、内贍
寺と内資寺に改称され、その銘文が太宗 17 年（1417）以後の器に見られる。 
この時期に比定される銘文入りの器の文様パターンと器型は、14 世紀の高麗の伝統を濃く伝
えながら、同時に粉青沙器の特徴をよく示している。 
『世宗実録』「地理志」に記載された 324 箇所は、磁器所 139、陶器所 185 箇所で、上品、
中品、下品の品質表示がされている。 




















1469 年に完成された『経国大典』工典司賽院京官職には、沙器匠 380 人の存在が確認され











ので、1469 年が時期区分の画線になる。そして、全国 324 ヶ所の陶器・磁器窯が、50 年後の
1480 年代にはわずか 49 ヶ所しか残らないことが、『新増東国輿地勝覧』の記録から分かる。 
発展期の様相をよく示す器としては<粉青沙器印花集団連圏文徳寧府銘大接>や、<粉青沙器





皿>である。甕と一括で収まった胎誌の内容を見れば、月山君は 1454 年に生まれ、胎は 1462










この窯址で収集された陶片の中には<粉青沙器鉄絵成化 23 年銘墓碑>、<粉青沙器鉄絵洪武 3
年銘墓碑>、<粉青沙器鉄絵嘉靖 15 年銘墓碑>などがあってそれぞれ 1487 年、1490 年、1536










衰退期（1510 年頃～1550 年頃）の上限を 1510 年頃としたのは、特別の陶磁史的意味はな
いが、光州忠孝洞粉青沙器堆積層発掘の一番上層の年代を 1510 年頃と比定したことを根拠と
する。 


















































この見解の根拠は 1990 年代以来の高興雲垡里調査によるものだが、すでに 1995 年の調査報
告には、雲垡里と同様の形態の粉引が寶城の窯址でも見受けられることが示されている。この
ことは、2005 年、2006 年の丁哲秀、宋基珍、樋口淳の調査によっても確認された。とくに寶













































 写真４ 写真５ 
 










ある。しかし、往時も船を使えばやはり 1 時間に満たない距離だった。 
宋基珍が「海のトライアングル」と呼ぶように、高興・長興・寶城は、海路で三角形に結ば
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